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T O P I C S
985 血液内科学

造血幹細胞・前駆細胞の分化方向性をつかさどる 
mRNA分解を介した新たな制御相
植畑拓也

987 生化学・分子生物学
遺伝子操作を伴わず生体内でタンパク質の機能解析が可能に
王 萌初・他

連載
989 自己指向性免疫学の新展開 ─ 生体防御における自己認識の功罪28

T細胞が認識する肥満特有の自己指向性免疫の解明
遠藤裕介

995 細胞を用いた再生医療の現状と今後の展望 ─ 臨床への展開14
表在性十二指腸腫瘍に対する新規術式の開発
─ 内視鏡＋腹腔鏡手術＋細胞シート医療＝？
金高賢悟・他

1003 ケースから学ぶ臨床倫理推論❺
身体拘束
松村由美

F O R U M
1008 戦争と医学・医療16

アウシュヴィッツ強制収容所の“医療”
大野義一朗・下 正宗

1011 戦争と医学・医療17（最終回）
金田光雄はなぜアウシュヴィッツ報告を翻訳出版したのか
大野義一朗
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